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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
芦
倉
字
野
呂
川
入
西
方
一
六
八
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三
　
解
除
の
理
由

国
立
公
園
事
業
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
庁
及
び
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
八
十
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

十
六
年
二
月
十
八
日
湯
沢
塚
原
土
地
改
良
区
の
解
散
を
認
可
し
た
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
八
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
石
和
町
中
部
土
地
改
良
区
は
解
散
し
た
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
八
十
七
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

白
州
町

二
　
事
業
の
種
類

白
州
第
三
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
北
巨
摩
郡
白
州
町
大
字
鳥
原
字
新
田
原
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

白
州
第
三
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
法

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
一
一

山
梨
県
公
報
平
成
十
六
年

二
月
二
十
六
日

第
千
四
百
五
十
五
号

木　曜　日



第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
そ
の
他
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業

の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
用
地
補
償
費
に
つ
い
て
は
既
に
財
政
措
置
を
講
じ
、
建
設
工
事
費
等
に
つ
い
て
は

平
成
十
六
年
度
に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と

能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

本
事
業
は
、
白
州
町
の
鳥
原
区
、
荒
田
区
及
び
松
原
区
（
白
州
第
三
地
区
）
に
生
活
雑
排
水

及
び
し
尿
を
処
理
す
る
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
、
町
内
に
順
次
整
備
す
る
計
画
の
六
箇
所
目

に
当
た
る
事
業
で
あ
る
。
近
年
の
生
活
様
式
の
高
度
化
及
び
農
業
生
産
様
式
の
変
化
等
、
農
業

・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
当
該
地
区
に
お
い
て
も
農
業
用
用
排
水
の
汚
濁
が

進
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
本
事
業
を
施
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
業
用
用
排
水

の
水
質
が
保
全
さ
れ
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（二）

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

失
わ
れ
る
公
共
の
利
益
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（三）

起
業
地
は
、
騒
音
及
び
臭
気
等
の
周
辺
住
民
へ
の
影
響
、
経
済
性
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定

さ
れ
た
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
最
も
適
当
な
も
の
と

し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（四）

本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
農
業
集
落
排
水
施
設
設
計
指
針
に
基
づ
き
積
算
し
た
施

設
規
模
等
と
し
て
お
り
、
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（五）

（一）
か
ら
（四）
ま
で
の
理
由
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与

す
る
も
の
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

本
事
業
は
、
第
四
次
白
州
町
総
合
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
で
あ
り
、
当
該
地
区
の
自
治
　

会
か
ら
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
早
急
に
施
行
す
る
必
要
性
が
高
い
事
業
と
認
め

ら
れ
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四

号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

白
州
町
環
境
課

山
梨
県
告
示
第
八
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
塩

山
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
万
力
小
屋
敷
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

塩
山
市
大
字
上
於
曽
字
宮
ノ
窪
三
九
二
番
の
一
二

旧

五
・
五
〜

一
八
四
・
〇

地
先
か
ら

一
一
・
六

塩
山
市
大
字
上
於
曽
字
宮
村
一
〇
五
四
番
の
三
地

先
ま
で

新

一
七
・
〇
〜

一
八
四
・
〇

三
三
・
二

山
梨
県
告
示
第
八
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
塩

山
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
中
道
塩
山
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

塩
山
市
大
字
上
於
曽
字
宮
村
一
〇
三
五
番
の
一
四

旧

五
・
八
〜

九
二
・
〇

地
先
か
ら

二
六
・
二

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
二



塩
山
市
大
字
上
於
曽
字
宮
村
一
〇
四
三
番
の
一
地

先
ま
で

新

一
七
・
〇
〜

九
二
・
〇

二
六
・
三

山
梨
県
告
示
第
九
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
塩

山
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
塩
山
勝
沼
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

塩
山
市
大
字
上
於
曽
字
宮
村
一
〇
四
三
番
の
一
地

旧

五
・
八
〜

九
二
・
〇

地
先
か
ら

二
六
・
二

塩
山
市
大
字
上
於
曽
字
宮
村
一
〇
三
五
番
の
一
四

地
先
ま
で

新

一
七
・
〇
〜

九
二
・
〇

二
六
・
三

山
梨
県
告
示
第
九
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

武
田
八
幡
神

韮
崎
市
神
山
町
大
字
鍋
山
字
釜
無
河

二
六
二
・
〇
平
成
十
六
年

社
線

原
　
一
級
河
川
富
士
川
右
岸
堤
防
敷

二
月
二
十
七

地
先
か
ら

日

韮
崎
市
水
神
一
丁
目
　
一
級
河
川
富

士
川
左
岸
堤
防
敷
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
九
十
二
号

都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
容
積
率
等
の
限
度
を

定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
容
積
率
等
の
限

度
を
定
め
る
告
示

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
五
十
二
条
第
一
項

第
六
号
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
六
号
、
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ニ
及
び
別
表
第
三
の
五
の
項
（に）

欄
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
特
定

行
政
庁
が
定
め
る
容
積
率
等
の
数
値
は
、
次
の
表
の
各
項
に
掲
げ
る
区
域
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
項
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

（い）

（ろ）

（は）

（に）

（ほ）

区
　
　
域

容
積
率

建
ぺ
い
率

隣
地
と
の

前
面
道
路

関
係
に
つ

と
の
関
係

い
て
の
建

に
つ
い
て

築
物
の
各

の
建
築
物

部
分
の
高

の
各
部
分

さ
に
係
る

の
高
さ
に

数
値

係
る
数
値

一

甲
府
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地

十
分
の
二

十
分
の
六

一
・
二
五

一
・
五

域
の
指
定
の
な
い
区
域
（
甲
府
市
及

十

び
次
項
の
区
域
を
除
く
。）

二

竜
王
町
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の

十
分
の
二

十
分
の
六

一
・
二
五

一
・
二
五

な
い
区
域
（
次
項
及
び
四
の
項
の
区

十

域
を
除
く
。）

三

竜
王
町
竜
王
及
び
竜
王
新
町
の
う
ち

十
分
の
二

十
分
の
六

二
・
五

一
・
五

次
の
図
に
示
す
区
域

十

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
三



四

竜
王
町
竜
王
、
篠
原
及
び
西
八
幡
の

十
分
の
八

十
分
の
五

一
・
二
五

一
・
二
五

う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域

五

峡
東
都
市
計
画
、
東
八
代
都
市
計
画

十
分
の
二

十
分
の
七

一
・
二
五

一
・
五

、
市
川
大
門
都
市
計
画
、
増
穂
都
市

十

計
画
、
峡
西
都
市
計
画
、
韮
崎
都
市

計
画
、
身
延
都
市
計
画
、
富
士
北
麓

都
市
計
画
、
都
留
都
市
計
画
、
大
月

都
市
計
画
及
び
上
野
原
都
市
計
画
の

各
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の

な
い
区
域
（
次
項
か
ら
十
二
の
項
ま

で
の
区
域
を
除
く
。）

六

富
士
吉
田
市
上
吉
田
、
新
屋
及
び
松

十
分
の
十

十
分
の
六

一
・
二
五

一
・
五

山
の
う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域

七

富
士
吉
田
市
上
吉
田
及
び
新
倉
の
う

十
分
の
三

十
分
の
七

二
・
五

一
・
五

ち
次
の
図
に
示
す
区
域

十

八

大
月
市
賑
岡
町
畑
倉
、
賑
岡
町
強
瀬

十
分
の
二

十
分
の
六

一
・
二
五

一
・
五

、
七
保
町
下
和
田
、
七
保
町
葛
野
、

十

猿
橋
町
猿
橋
、
猿
橋
町
伊
良
原
、
猿

橋
町
藤
崎
及
び
富
浜
町
鳥
沢
の
う
ち

次
の
図
に
示
す
区
域

九

春
日
居
町
小
松
、
国
府
及
び
鎮
目
の

十
分
の
四

十
分
の
七

二
・
五

一
・
五

う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域

十

十

一
宮
町
田
中
の
う
ち
次
の
図
に
示
す

十
分
の
四

十
分
の
七

二
・
五

一
・
五

区
域

十

十
一
富
士
河
口
湖
町
船
津
、
浅
川
及
び
小

十
分
の
四

十
分
の
七

二
・
五

一
・
五

立
の
う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域

十

十
二
富
士
河
口
湖
町
船
津
、
小
立
及
び
勝

十
分
の
十

十
分
の
六

一
・
二
五

一
・
五

山
の
う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
土
木
部
建
築
指
導
課
及
び
各
地
域
振
興
局
建
設

部
並
び
に
関
係
市
町
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
六
年
五
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
　
　
　
告

'

土
地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
昭
和
町
西
条
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

泉
　
　
幸
弘

中
巨
摩
郡
昭
和
町
紙
漉
阿
原
千
七
百
三
十
三
番
地

塩
澤
　
　
登

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
二
百
三
番
地

秋
山
　
　
等

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
百
三
十
六
番
地

中
澤
　
　
博

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
二
千
百
六
十
九
番
地

角
野
　
幹
男

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
百
六
十
九
番
地

長
田
　
　
傳

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
二
百
五
番
地
の
三

角
野
　
英
雄

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
百
四
十
七
番
地

中
込
喜
代
子

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
二
百
六
番
地
の
二

向
山
　
聖
謨

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
百
四
十
三
番
地

久
保
田
芳
人

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
百
五
十
四
番
地

志
村
　
恂
直

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
四
千
二
百
八
番
地

高
野
　
孝
久

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
五
千
二
百
四
十
七
番
地

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
四



山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
字
歳
ノ
神
四
五
四
の
一
、
四
五
四
の
二
、
四
五
四
の
三
、
四
五
四
の
四
、

四
七
二
の
一
、
四
七
二
の
二
及
び
四
七
二
の
三
並
び
に
字
大
明
神
三
一
六
五
の
二

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
　
　
路
　
　
　
　
　
次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
路

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
竜
王

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
四
百
七
十
一
番
地
　
大
久
保
幹
夫

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
志
　
　
村
　
　
　
　
　
洸

山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
山
梨
県

教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
小
学
校
の
部
同
学
年
の
児
童
で
編
制
す
る
学
級
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。右

の
学
級
の
う
ち
、
児
童
の
実
態
を
考

慮
し
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

三
十
人

る
も
の

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
六

第１号様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
七

第２号様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
八

第３号様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
五
号
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

一
一
九

第４号様式（第４条関係）



附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

'

遊
技
機
の
型
式
の
検
定

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
の
あ
っ
た
遊
技
機
に
つ
い
て
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
遊

技
機
を
遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

四
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
規
則
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
検
定
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
五
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
六
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

型
　
　
式
　
　
の
　
　
概
　
　
要

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

遊
技
機
の
種
類

型
式
名

製
造
又

検
定
番
号

及
び
区
分

は
輸
入

業
者
名

タ
イ
ヨ
ー
エ
レ
ッ
ク
株
式
会
社

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
ヌ
ー

タ
イ
ヨ
ー

三
〇
〇
九
九
五

代
表
取
締
役
　
佐
藤
英
理
子

機

ボ
ー
ヌ
ー

エ
レ
ッ
ク

愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
見
寄
町
一

規
則
第
六
条
第

ボ
ー
Ｓ

株
式
会
社

二
五
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

タ
イ
ヨ
ー
エ
レ
ッ
ク
株
式
会
社

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
ヌ
ー

タ
イ
ヨ
ー

三
〇
一
〇
一
五

代
表
取
締
役
　
佐
藤
英
理
子

機

ボ
ー
ヌ
ー

エ
レ
ッ
ク

愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
見
寄
町
一

規
則
第
六
条
第

ボ
ー
Ｒ

株
式
会
社

二
五
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

タ
イ
ヨ
ー
エ
レ
ッ
ク
株
式
会
社

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
ヌ
ー

タ
イ
ヨ
ー

三
〇
一
〇
二
二

代
表
取
締
役
　
佐
藤
英
理
子

機

ボ
ー
ヌ
ー

エ
レ
ッ
ク

愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
見
寄
町
一

規
則
第
六
条
第

ボ
ー
Ｘ

株
式
会
社

二
五
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ギ
ン
　
代
表
取

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
デ
ィ

株
式
会
社

三
〇
〇
九
七
四

締
役
　
新
井
悠
司

機

ス
コ
キ
ン

ニ
ュ
ー
ギ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
烏
森
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